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2025 年度 環境委員会 

プログラム 

開催日：2026年 6月 26日（金） 

 

１、環境活動報告 
 
販売する住宅における環境負荷の低減 

■住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の御提案と受注活動 

設計・積算課 太田 博子 

設計・積算課 青木 浩子 

 

環境法令順守及び環境汚染の未然防止 
■解体工事における石綿分析結果報告・マニフェスト伝票の取得・共有 

企画開発 1課 河野 元貴 

 
社内における電気の省エネ推進・省資源活動 

   ■地球温暖化防止に向けた取り組み 
                                              管理部 横尾 由紀 
  

 

２、内部監査結果の評価 
 

              内部環境監査員 吉田 智 

３、記録類の評価 
 

■外部・内部環境情報 

企画開発課 河野 元貴 

■是正・予防処置報告書                     

環境管理責任者 町田 守靖 

■環境教育訓練実施記録                            

設計・積算課 青木 浩子 

 

４、順守評価 

設計・積算課 太田 博子 

５、前回のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰに対する改善状況の報告 

環境管理責任者 町田 守靖 

６、環境の変化に関する情報及び改善の為の提案 

環境管理責任者 町田 守靖 

７、外部及び内部の課題・利害関係者のニーズ及び期待 

環境管理責任者 町田 守靖 

８、環境方針の見直し 
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販売する住宅における環境負荷の低減 

住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の御提案と受注活動 

 

報告者   設計・積算課 太田 博子/青木 浩子 

 

 

2025 年度の環境マネジメントプログラムにおいて、住宅ソリューション本部では 2024 年度に続

き「販売する住宅における環境負荷の低減」への取組みとして、「住まいやすさを向上させる環境

に優しい商品の御提案と受注活動」を実施致しました。 

 

 【設計・積算課 取組報告】 
 

今期の取り組みとしては、前期に引き続き「環境負荷低減商品の提案」を推進してまいりました。 

省エネルギーの推進に加え、環境に配慮した設計を重視し、長期的に快適な居住環境を維持できる

住宅の提供を目指し、分譲事業および注文建築事業の着工棟数 100％を長期優良住宅とすることを

目標として掲げました。 

分譲住宅事業では、従来より長期優良住宅の認定を取得する仕様としております。一方、注文住

宅においては、長期優良住宅の認定取得が進まない傾向が見られたことから、注文住宅においても、

より高性能な住環境を選択いただけるよう、説明をしてご理解いただけるよう取組む必要があると

判断し、本目標を設定いたしました。 

今期の着工件数は 6 棟であり、そのすべて（100％）が長期優良住宅と認定されました。 注文

住宅の受注がなかったこともあり、目標達成に寄与したものと考えます。 

今後も、長期優良住宅として、長く安心してお住まい頂けるよう、より高性能な住宅の供給に努

めるとともに、長期優良住宅の認定を取得している住宅の義務や意義、性能維持の重要性について

お客様への説明を強化し、環境負荷低減に貢献できる住宅づくりを継続してまいります。 

また、今期も情報共有・知識向上・提案力向上のための勉強会を引き続き開催しております。（今

期開催 2 回） 

 

 

１ 

 

環境活動報告 
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月 月

8

10

1

1

5

5

勉強会

実施日 実施内容

2025/7/3

新商品に関するトレンドや情報の収集、商品選定における知識の向上を目指し、TOTO 新商品提案会に参加。TOTO のモ
ノづくりに対する熱意、挑戦し続ける姿勢、そして技術力に触れ、私たちモノづくりに関わる者として、常に大切にすべき姿勢
であると改めて感じた。また、製品開発の中で社会・地球環境への配慮を忘れていない姿勢も印象的だった。今後の住宅づく
りにおいては、省エネルギー設計や建物の長寿命化を意識することがますます重要であり、TOTO のように、環境負荷を抑え
つつもデザイン性と顧客ニーズを取り入れた建物を建築していく必要があると感じた。

6 100%
達
成
率

〇

SE/2階 〇

武蔵野市

吉祥寺本町B号棟
戸建

練馬区石神井町

1丁目A号棟
戸建

〇SE/3階

2026/6/5

2050年の脱炭素化へ向け、ZEH水準を大きく上回る「GX志向型住宅」が創設され、2027年からは「GXZEH」へと定義が変更
される。本住宅の要件（断熱等級6以上、BEI 0.65以下、再エネ含む一次エネ削減率100%以上、HEMS導入）の達成には、
給湯器の効率化や床暖房の低出力モード設定が有効である。一方で、全館空調や熱交換換気等は消費電力が増加する要
因となるため注意を要する。また、断熱等級7への補助金新設も把握した。今後は床暖房には低出力モード設定が可能なリモ
コンを標準採用する。さらに、2027年のGXZEH化を見据え、自社の標準仕様をGX志向型住宅水準へ引き上げるべく他部署
と協議の場を設け、全社的な推進を図る。

100%

注文建築 0 棟 0

※分譲案件・注文案件とも基礎着工ベースで計上

分譲戸建 6 棟

長期
優良

杉並区上荻3丁目 戸建 SE/2階 〇

戸建
練馬区石神井町

1丁目B号棟

長期
優良

構造/階数

SE/2階 〇

SE/3階 〇

種別物件名 物件名 種別 構造/階数

SE/2階
武蔵野市

吉祥寺北町
戸建

武蔵野市

吉祥寺本町A号棟
戸建

…今期の事業計画棟数にカウントされる棟数…今期の事業計画棟数にカウントされる棟数

 

 

来期も、省エネ性能の高い住宅を提供し、お住まい頂く方にも維持して頂けるよう努めて参りま

す。 

 

＜目標値＞ 

長期優良住宅 採用率 100％ 

分譲戸建／注文住宅ともに採用を働きかけます。 

長期優良住宅のメリットと維持管理の義務について、お客様に説明し、長期的に省エネルギーな

住宅での生活を長く続けて頂けるように勧めていきます。 

 

また、引き続き知識を深めるために半期に一度、全 2 回勉強会を実施します。
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【生産課 取組報告】 

   

 今期のリフォーム工事における省エネ商品受注額は、目標 1,000 万円に対し、実績約 2,070 万

円となり、大幅に目標を上回る結果となりました。 

 

今期より、外壁・屋根・防水などの外装メンテナンス工事については、建物の耐久性を高めて寿

命を延ばすことで、将来的な大規模修繕に伴う資材使用を抑制できることから、長期的視点で省

エネリフォームとして位置づけ、省エネ商品として計上することとしました。さらに、外装メン

テナンス工事は建物の長寿命化を図ることで、廃棄物の抑制や、将来的な解体・建替えに伴う

CO₂排出削減にも寄与します。 

また、トイレ、洗面化粧台、ユニットバス、キッチンなど住宅設備の交換リフォームについて

は、最新の省エネ・節水機器への更新により、家庭内の水資源消費を大幅に削減する効果があり

ます。このようなリフォーム工事を省エネ商品として計上したことにより、今期の目標の大幅達

成につながりました。 

 

お客様に対しては、細かなご要望への対応や定期的な点検を通じて信頼関係を築くことができ、

その結果としてリフォーム工事の受注にもつながったと考えています。 

世界情勢は依然として不安定な状況にありますが、引き続き最新の情報を収集しながら、お客

様にとってより良いご提案ができるよう、来期も努めてまいります。 

来期は、この実績を鑑み、省エネ商品の受注拡大を継続的に推進するため、目標を 2,000 万円

に設定いたします。 

 

また、今期は、毎年実施していた新規のお客様へのアプローチ（会社近隣へのポスティング活動）

を行うことができませんでした。 

来期は新規顧客開拓を進めるためにも、ポスティング活動を再開し、地元での周知活動を継続

していきたいと考えています。 
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環境マネジメントプログラム（51期）

5月 6月 度活動報告

　

6 月 練馬区田柄 新田 様 所有ビル 外部階段メンテナンス工事 2,035,000 円

5 月 杉並区上井草 滝 様 節水トイレ・洗面台交換工事 858,000 円

6 月 練馬区田柄 新田 様 外装メンテナンス工事 2,200,000 円

合　　　　　計 20,775,600 円

※上記リフォーム案件については受注ベースにて記載しております。

※上記金額は全て税込にて記載しております。

2025年度（51期）　合計金額 20,775,600 円 達
成
率

207.76%
2025年度（51期）　目標金額 10,000,000 円

27,142,820 円

76.54%

リフォーム総売上
（51期）完了ベース

省エネ商品受注率

3 月 杉並区上井草 奈良輪 様 外装メンテナンス工事 2,035,000 円

4 月 世田谷区深沢 木村 様 LEDダウンライト交換修理工事 29,700 円

2 月 杉並区久我山 安達 様 キッチン交換工事 2,480,000 円

3 月 練馬区石神井台 近藤 様 外装メンテナンス工事 3,000,000 円

1 月 足立区青井 荒川 様 ユニットバス交換工事 1,298,000 円

1 月 和光市下新倉 入江 様 キッチンLED照明交換工事 44,000 円

12 月 板橋区徳丸 吉田 様 洗面所LEDダウンライト交換工事 10,000 円

1 月 練馬区富士見台 押野 様 外壁サイディング修繕工事 330,000 円

12 月 清瀬市梅園 清瀬 様 サンルーム屋根遮熱材交換工事 77,000 円

10 月 所沢市東所沢 背川 様 外壁塗替工事 1,870,000 円

10 月 練馬区三原台 芹川 様 外壁サイディング修繕工事 550,000 円

11 月 小金井市本町 秋山 様 屋根・外壁メンテナンス工事 1,980,000 円

10 月 練馬区上石神井 三村 様 キッチンLED照明交換工事 22,000 円

10 月 練馬区石神井台 横山 様 洗面台エコ水栓交換工事 39,600 円

8 月 練馬区三原台 芹川 様 キッチンエコ水栓交換工事

目標値 環境負荷低減商品の追加提案　受注金額（税込）　リフォーム：1,000万円

活動報告

受注月 現場名 顧客名 工事内容 受注金額（税込）

46,200 円

8 月 西東京市田無町 田中 様 キッチンエコ水栓交換工事 33,000 円

8 月 練馬区石神井台 山田 様 節水トイレ交換工事 275,000 円

キッチンエコ水栓交換工事

生産部　生産課 報告日： 2026年6月19日

目　標 販売する住宅における環境負荷の低減

具体的施策 住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の御提案と受注活動

72,600 円

4月・5月の省エネ商品の受注は、3件（節水型トイレ・洗面化粧台交換・外装メンテナンス工事：5,093,000円）でした。

節水型トイレ・洗面化粧台交換は、最新の省エネ・節水機器への更新により、家庭内での水資源の消費を大幅に削減します。外装メンテナンス工事は、
建物の長寿命化を図ることで、廃棄物の抑制や将来的な解体・建て替えに伴うCO2排出の削減につながります。

5月は受注に至っていないものの、外装メンテナンスや水回りのリフォーム相談を複数件いただき、現在打ち合わせを継続しています。世界情勢による商
材不足の懸念があるため、お客様とこまめなコミュニケーションを徹底し、確実な受注に繋がるよう柔軟に対応しています。6月に入っても世界情勢に伴う

商材不足が続いており、業界全体で工事がストップする事例も見られます。お客様の不安に寄り添い、納期や仕様について密に相談しながら、着実に
打ち合わせを進めてまいります。

10 月 練馬区上石神井 小久保 様 節水トイレ交換工事 605,000 円

10 月 練馬区上石神井 三村 様

8 月 練馬区石神井台 松垣 様 壁面雨漏り修繕工事 335,500 円

9 月 練馬区向山 有賀 様 バルコニー防水修繕工事 275,000 円

9 月 練馬区上石神井 三村 様 エコジョーズ給湯器交換工事 275,000 円
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環境法令順守及び環境汚染の未然防止 

    解体工事における石綿分析結果報告・マニフェスト伝票の取得・共有 

 

 

 

 

解体工事における環境法令順守及び環境汚染の未然防止の取り組みとして、昨期より石綿の分析結

果および産廃マニフェスト伝票（A 票、E 票）を取得、社内 SNS へ 3 日以内の報告の徹底を実施し

ております。 

解体工事の見積り依頼の際に【解体工事見積規定】を解体業者へ提出し、事前に確認をいただき、

石綿事前調査結果の報告および産業廃棄物マニフェスト伝票取得の徹底を図っております。 

毎週開催の企画開発会議にて各現場の状況確認を行い、各担当者へ石綿報告書およびマニフェスト

伝票の社内 SNS への報告の再確認を行っております。 

解体工事における石綿調査報告、マニフェスト伝票管理表を作成し、現場単位で管理を行っており

ます。 

石綿の含有がある現場においては、適正に作業、処理が行われたことが確認できる写真等を取得し

ております。 

 

今期の内部監査にて、以下の不適合事項が指摘されました。内容および是正処置を報告いたします。 

 

【不適合報告および是正処置の概要】 

• 発生事象： 新規業者（日本エコジニア）における産廃処分許可証の確認漏れ、および東大泉    

3 丁目現場でのアスベスト作業報告書類の不足。 

• 原因： 新規業者への見積要綱説明および必要書類の提出依頼が不徹底であったこと。 

• 暫定処置： 当該業者より速やかに許可証・報告書を取得。今後は新規受け入れ時の初期対応（手 

順確認等）を強化。 

• 再発防止策： 見積要綱に「契約時の許可証写しの提出」を追記、社内共有。 

アスベスト・マニフェスト関連の手順一覧を作成し、社内共有をおこない、運用を徹底。 

報告者  企画開発 1課 河野 元貴 
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2025年度【51期】　解体工事　アスベスト調査報告・マニフェスト伝票管理表 更新日： 2026/6/13

新宿区若松町10-15 2024/3/15 2025/10/22 2025/11/4 ～ 2025/11/17 ㈱レクト 2023/8/1 無 工事完了済

港区南青山4丁目 2024/12/ 2025/2/28 2025/6/30 ～ 2025/7/20 ㈱レクト 2025/6/10 有 有 工事完了済

中野区東中野１-52-17 2025/4/8 2025/6/30 2025/7/4 ～ 2025/11/12 ㈱レクト 2025/4/18 有 有 工事完了済

練馬区東大泉3-23-9 2025/6/27 2025/7/24 2025/8/4 2025/9/2 日本エコジニア 2025/7/29 有 無 工事完了済

中野区東中野1-25-6 2025/6/30 2025/10/28 ～

練馬区石神井町3-19-20 2025/7/15 2025/10/14 2025/10/28 ～ 2025/11/27 ㈱レクト 2025/10/30 無 工事完了済

杉並区上荻2-23-8 2025/8/22 2026/3/23 2026/4/6 ～ 2026/5/10 ㈱レクト 2026/3/27 無 工事完了済

目黒区碑文谷3-10-11 2025/9/30 2025/12/25 ～ 立退き中

武蔵野市御殿山1-8-16 2025/10/10 2025/2/15 2026/3/11 ～ 2026/4/10 ㈱レクト 2026/3/6 無 工事満了済

練馬区石神井町1-21-5 2025/10/21 2025/12/5 2026/1/19 ～ 2026/2/3 ㈱レクト 2026/1/7 無 工事完了済

新宿区若松町22-11 2025/10/24 2025/12/15 2026/5/25 ～ 2026/4/25 工事中

文京区千石3-3-7 2025/11/21 未定 ～ 立退き有

練馬区栄町37-10 2025/12/26 2026/2/12 未定 ～ 2026/4/10 有 測量中

目黒区平町2-19-1 2026/1/23 2026/3/6 2026/3/27 ～ 2026/4/15 ㈱TAG 2026/3/23 有 工事完了済

石神井町1-21-7 2026/2/21 2026/4/17 ～ 2026/4/28 無 工事中

渋谷区神宮前2-24-2 2026/3/2 2026/6/8 ～ 仕入決済前

豊島区南大塚1-59-3 2026/3/5 2026/4/9 2026/4/14 ～ 2026/4/30 ㈱レクト 無 無 工事完了済（試掘のみ）

2026/1/19～2026/2/3

含有 備考現場名 仕入決済日 解体工事期間
解体工事
業者

アスベスト
調査報告確認

仕入契約日
アスベスト
処理報告

書

無

マニフェスト伝票交付日
マニフェストE票返送期限
※交付日から180日以内

2025/7/10～2025/9/27

2025/7/8～2025/7/29

2025/8/8～2025/8/29

2025/10/28～2025/11/5

請求中

請求中

2025/10/8～2026/11/12

請求中
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社内における電気の省エネ推進・省資源活動 

    地球温暖化防止に向けた取り組み 

 

 

 

1.目的 

地球温暖化防止および環境負荷低減を目的として、社内における電力使用量の削減および資源の有効

活用を推進する。ISO14001 の環境目標に基づき省エネ・ゴミ分別・グリーン購入などを全社員で継

続的に実施し、持続可能な企業活動の実現を目指す。 

 

2．電気の省エネ活動（地球温暖化防止に向けた取り組み） 

電気の省エネ活動については、前年度実績を基準とした削減目標を設定し、勤怠管理と在館管理の

連携による運用や、太陽光発電設備の活用を通じて、継続的な省エネ活動を推進しています。2025

年度は、在館・稼働状況のモニタリングと注意喚起を継続して実施した結果、7 月から 2026 年 4 月

までの実績値はすべて計画値内で推移し、安定した運用を継続することができました。不要な電力使

用の抑制も定着し、省エネ効果の維持につながっています。 

 

太陽光発電設備の増設に伴い、購入電力量の傾向が変化したため、目標値の算定基準の見直し、是

正報告を行い、2026 年 3 月より新たな許容値を設定し運用しております。 

増設後の実績を確認したところ、達成水準は 85.3％であったことから、これを踏まえ、従来の許容値

の 85％を新たな許容値として設定し、2026 年 3 月以降に適用しております。 

下記「2025 年度 電気使用量推移」の表に示すとおり、今期（2026 年 4 月時点）の実績値は計画値を

下回り、目標を達成しました。 

 

 

※5 月・6 月分のデータは未確定のため、本グラフは 4 月までの実績値を示しています。 

※2025 年 7 月・8 月の太陽光発電量は、太陽光パネル増設時の計測エラーにより未計上。 

報告者  管理部 横尾 由紀 
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2026 年度（52 期）の電力使用量目標は、2025 年度（51 期）実績値を基準とし、各月 1％削減した

値を目標として設定しております。引き続き、勤怠管理と在館管理の連携による運用や太陽光発電設

備の活用を通じて、省エネ活動を推進してまいります。なお、改修工事後の稼働状況や働き方の変化

による影響についても継続的に確認し、必要に応じて目標値の見直しを行います。 

 

3．省資源（ごみ排出量削減）活動 

ISO14001 の環境目標に基づき、ごみの分別徹底、3R 活動の推進、シュレッダーごみの再資源化など

に取り組んでいます。  

年間排出量 850kg 以下（月平均 70.8kg 以下）を目標として活動を実施した結果、月間排出量が目標値

を上回ったのは 7 月のみでした。2026 年 4 月時点の累計排出量は 512.85kg となり、年間目標に対する

進捗率は 60.34％で、計画内で推移しています。  

また、月次での排出量の見える化と継続的な啓発活動を実施したことで、ごみの発生抑制および分別

意識の向上が図られました。特に年明け以降は排出量の抑制が進み、分別と発生抑制の取り組みが社内

に定着しつつあります。 

今後も、ごみ排出量の見える化や 3R活動を継続し、さらなる環境負荷低減に努めてまいります。 
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2026年度（52期）のごみ排出量目標は、2025年度（51期）の実績見込値を基準として設定しており

ます。2025年度は 5月までの累計実績 570.10kgを踏まえ、年間実績を約 620kgと見込んでおり、2026

年度は実績見込と同等水準である年間 620kg以下を目標とし、ごみの発生抑制、分別の徹底、再資源化

の推進に継続して取り組みます。月次での排出量管理と社内周知を実施し、環境負荷の低減に努めます。 

 

4．グリーン商品購入の推進（グリーン購入）※運用管理 

たのめーるの発注において、環境負荷の少ない商品（エコマーク等）を優先的に選定し、グリーン商品

購入を継続する。 

 

購入データを定点観測し、定番品はグリーン商品を標準として運用することで、高い購入率を継続し

ています。一部月で目標未達となった場合も要因を整理し、必要に応じて代替品検討・購買ルールの改

善につなげることで、改善サイクルを担保しております。 

 

5．その他の環境活動（啓発・運用） 

• 社内パトロールの実施による環境配慮状況の点検 

• Chatter等を活用した環境標語・啓発投稿の継続 

• ごみ分別啓発動画の共有による理解促進 

• 不要郵便物の受取拒否（DM停止）による紙資源削減 

 

6．総括 

本年度は、電力削減・省資源の両面で「見える化→運用→是正→定着」のサイクルを確立し、成果を

継続的に創出しました。電力使用量は許容値内で安定推移し、太陽光発電の効果も定量的に把握できて

います。ごみ排出量は年間目標に対して計画内で推移し、分別と発生抑制の意識が社内に定着しつつあ

ります。今後は、電力単価の変動等も踏まえ、運用ルールの定着と継続的な改善を進めながら、省エネ

効果を安定的に生み出せる仕組みづくりを推進していきます。 
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環境委員会 

2025年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 
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内部監査結果の評価報告 

 

報告者 内部環境監査員 吉田 智 

 

 

今回は、外部審査にて指摘された要求事項の網羅性について、全部門を通して担保する、客観的証拠を

残す、という観点より、網羅性のチェックリストを活用して監査を実施しました。また、組織構造の変

更に伴い「企画開発課」と「ソリューション営業課」は統合して１つの部門として監査を実施しました。 

【監査実施内容】 

 １．監査実施日： 2026 年 2 月 12 日(木)～13 日(金) 

  ２．対 象 部 門： 部門監査（環境管理責任者・管理本部・企画開発課・ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業課・生産部） 

           事務所監査（PM 事業課） 

  ３．対 象 現 場： 武蔵野市吉祥寺北町現場 

  ４．監  査  員： 吉田(主任監査員) ・佐野 

  ５．チーム編成： 1 チーム(吉田・佐野)  

 

監査の実施状況としましては、軽微な不適合 2 件、観察事項 2 件、改善提案事項 2 件、Good ポイン

ト 2 件でした。下記に指摘事項の概要と該当部署を記載いたします。 

 

【軽微な不適合】2 件 

１. 新規解体業者の産廃許可証未確認・完了報告書不備    企画開発課・ソリューション営業課 

２. 物件調査表の運用不備                 企画開発課・ソリューション営業課 

 

【観察事項】2 件 

１．環境マネジメントシステムの適用範囲について               環境管理責任者 

２．産廃業者における更新中の産廃許可証の更新後の確認不備     企画開発課・ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業課 

 

【改善提案】2 件 

１. 電子記録の保管期限について                       環境管理責任者 

２. ビンの処理方法の周知について                      廃棄物保管状況 

 

【Good ポイント】2 件 

１．社内パトロールでの新入社員の視点取り入れ                環境管理責任者 

２．質の高い防災訓練の運用について                    環境管理責任者 

 

２ 内部監査結果の評価 
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【今後の内部監査に関する方針】 

 

● 今回の内部監査の報告に対して、今井代表取締役より以下のコメントを頂きました。これらのお

言葉を踏まえまして、今後の方針を検討して参ります。 

 

改善提案の指摘内容が適切であり、また積極的に良い点を探し Good ポイントとしていた

所から、今回の監査は今後への期待値を高める内容であったと評価します。 

内部監査も 28 回目を迎えました。来期は創業 50 周年の節目の年ですので、初心に立ち返

り ISO14001 の意義を改めて見直し、また、会社の MVV も取り入れ、次の 50 年に向けて持

続的に環境問題に取り組み続ける体制を整えてください。 

 

● 社内改修工事で、オフィスがフリーアドレス化されました。固定席を持たずオープンなオフィス

となることで、省エネ・省資源・廃棄物処理などが今までと方法が変わることが見込まれますの

で、新しいオフィス環境に対して正しく PDCA が回っているかの実情を確認いたします。 

また、新しい働き方でのコミュニケーション等の取り方について、MVV の Value に基づいた行

動を取れているかという観点で確認をいたします。 

● 外部審査の提案に基づき、マニュアルの大項目・小項目をどの部門で確認したかの網羅表を別途

作成し、それに基づき抜け漏れ無く監査を実施しました。部門によって確認するべきポイントを

把握しやすくなり、チェックリスト作成もスムーズに行えましたので、網羅表を活用した内部監

査は今後も継続して行います。 

● 今期は監査員 2 名体制での監査となりました。来期も増員等は行わず、引き続き 2 名での監査体

制を維持する方針とします。 

● 内部監査員の教育について、現行の内部監査教育セミナーについては、現在の内部監査員の経験

値を鑑み、新規での受講は実施しておりません。今後の内部監査員教育については、ISO14001

の新しい規格（ISO 14001:2026）の日本語版 JISQ14001:2026 発行予定が 2026 年後半から 2027

年前半の間となっているため、こちらについて理解を深めるための教育を受講したいと考えてお

ります。 

 

 

【別紙参考資料】 

１．内部環境監査実施計画書 

２．チェック項目網羅表 

３．内部環境監査報告書 

４．内部環境監査観察事項記録 

５．内部環境監査不適合事項記録 

６．監査実施写真 
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【オープニング・部門監査】2026.02.12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープニングミーティング 環境管理責任者 

 

 

管理部門 

 

企画開発課 

 

設計・積算課 

 

PM 事業課 
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【現場監査】 2026.02.13 

武蔵野市吉祥寺北町 3 丁目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場監査 

 

現場監査 

現場監査 現場監査 

現場監査 現場監査 
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【ゴミ保管状況・責任者事前打合わせ・クロージング】 2026.02.13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 階ゴミ保管場所 

 

2 階ゴミ保管場所 

 

地下ゴミ保管場所 

 

 

 

駐車場ゴミ保管所 

 

駐車場ゴミ保管所 

 

クロージングミーティング 

 

クロージングミーティング 

 

1 階ゴミ保管場所 
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環境委員会 

2025年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 
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外部・内部環境情報 

 

 

 

【今期の発生状況】  

今期（2026 年 5 月 26 日時点）は外部情報 8 件、内部情報 0 件の発生数となっております。 

内訳をみますと、過去の分譲物件における建物不具合（雨漏り・外壁クラック）が 2 件、近隣

住民への配慮や工事説明に関する内容が 4 件、現場作業員のマナーや広報活動（ポスティング）

に関する指摘が 2 件となっております。 

 

【主な内容と是正処置】 

建物品質に関しては、トップライトからの雨漏りや外壁のクラック事案が発生しました。こ

れらに対し、シーリング処理やサイディングの張替え等の誠実な補修を実施しております。 

近隣からのクレームや説明の要請については、解体工事後のセキュリティ不安や、境界・越

境物、近隣車両への配慮に関する事前説明不足が主な原因です。 

これらは、「工事着手前の状況確認と事前説明」を徹底することで未然に防げた事案であり、

今後の課題として取り組みます。 

また、作業員の現場マナー（喫煙・座り込み）やポスティングの不備といった、会社の信頼

に直結する指摘も受けております。これらについては、協力業者への厳重な注意喚起と、禁止

リストの更新・確認を徹底いたします。 

 

【来期について】  

来期は、引き続き各工事の着工前における近隣住民への十分な説明と配慮を徹底いたします。 

また、継続目標として「解体工事におけるアスベスト事前調査・報告、およびマニフェスト伝

票の取得・共有率 100％」を掲げます。 

現場での問題意識をさらに高めるため、発生した事例を全社で迅速に共有し、再発防止に向

けた情報連携を強化してまいります。 

 

今期の外部・内部環境情報の発生状況は別紙の通りです。 

報告者 企画開発課 河野 元貴 

３ 記録類報告書 
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是正予防処置報告書 

 

 

 

今年度においても、「是正予防処置報告書」の作成が必要となる事案が 1 件発生しました。 

昨年度は、度重なる改修工事に伴う吸気装置増設等の影響により、使用電力量が計画値を上回ったこと

に対する是正処置を実施いたしました。今回の事案は、昨年度の内容を踏まえて設定した目標において、

太陽光パネル増設の影響が反映されておらず、本来は速やかに当期の実態に修正する必要がありました

が、設置会社側の事情により正確な数値把握ができなかったことに起因するものです。なお、今回の増

設を含めた電力使用量の低減効果は約 30％であり、当初想定を下回る結果となっております。今後は、

発電表示機器およびソフトウェアの修正の必要性について検討し、早急に対応してまいります。 

 また、当該発電電力量を加味し、3 月より計画値の見直しを行い運用しております。引き続き発電電

力量の推移を確認しつつ、設置会社との調整を進めてまいります。 

 

今年度の内部監査は、2 月 12 日および 13 日の 2 日間で実施いたしました。 

監査結果として、「軽微な不適合」2 件、「観察事項」2 件、「改善提案」2 件、「グッドポイント」2 件の

計 8 件の指摘を受けております。 

 

「軽微な不適合」については、 

①「新規解体業者の産廃許可証未確認および完了報告書の不備」 

②「物件調査表の運用不備」 

の 2 点であり、いずれも部門内にて業務フローの見直しを行い、是正対応を完了しております。 

 

「観察事項」については、 

①「環境マネジメントシステムの適用範囲」 

次回の継続審査において認証が得られれば、記載内容の統一をもって対応完了となる見込みです。 

②「許可更新後の内容確認不備」 

内部監査および外部審査を起点とした確認プロセスをとることで対応しております。 

 

なお、「改善提案」・「グッドポイント」については記載を割愛いたしますが、いずれも対応済みです。 

内部監査は組織の自浄作用を促進する重要な機能と捉え、今後も指摘事項に対して迅速かつ適切に対応

してまいります。 

 

今年度の外部審査は、第 1 回目の継続審査として実施されました。不適合事項は認められませんでし

たが、「改善の機会」として 5 件の指摘を受けております。これらは現時点で不適合には該当しないも

のの、放置した場合に将来的な不適合につながる可能性のある事項と認識しております。そのため、原

因分析を行い、未然防止の観点から早期に対策を講じてまいります。 

以下に「改善の機会」の内容を示します。 

 

 

報告者 環境管理責任者 町田 守靖 
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【改善の機会（5 件）】 

1．内部監査チェックリストへの条項番号の明記（網羅性の確保） 

2．内部監査員教育記録への受講規格番号の記載 

3．スポットクーラー等フロン使用機器購入時における点検管理要否の確認 

4．教育訓練実施後の有効性確認の確実化 

5．業務上の失敗による環境影響を考慮した力量確認の実施 

これらについては、将来的な影響を踏まえ、適切な対応策を検討・実施してまいります。 
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環境教育訓練実施記録 

 

報告者 設計・積算課 青木 浩子 

 

今期の一般教育も、人材管理システム「カオナビ」のラーニングライブラリを利用して、オンライン

で実施しました。このシステムを利用することにより、社員それぞれが期限内で都合の良い時間に受講

可能となっております。また、管理側としては、受講履歴や進捗確認もでき、受講後にはテスト問題を

提示し、合格点に満たない場合は再度受講するという流れにより、学習の定着を促進することができま

した。 

教育内容については、ISO の取り組みを周知することに加え、ISO14001 の概要、取り組む意義、内

部監査および外部審査での指摘事項の確認を基本項目として実施しました。さらに今期は災害対策の一

環として、社内の消火器設置場所や、近隣の避難拠点に関する教育も追加し、社員の防災意識向上を図

りました。要所要所にクイズ形式を入れることにより、楽しんで学べるよう工夫しました。 

また、住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の提案活動の一環として、省エネに関する情報共

有および知識・提案力の向上を目的に勉強会を２回実施しました。 

1 回目の勉強会では、新商品に関するトレンドや情報の収集、ならびに商品選定における知識向上を

目的として、TOTO 新商品提案会に参加しました。提案会では、TOTO のモノづくりに対する熱意や

挑戦し続ける姿勢、そして高い技術力に触れ、私たちが建築・リフォームに携わる者として常に大切に

すべき姿勢であると改めて感じました。また、製品開発において社会・地球環境への配慮を欠かさない

姿勢も印象的であり、今後の住宅づくりにおいて、省エネルギー設計や建物の長寿命化を意識すること

の重要性を再認識しました。環境負荷を抑えつつ、デザイン性と顧客ニーズを両立させた住まいづくり

を進めていく必要性を強く感じた勉強会となりました。 

2 回目の勉強会では、設計課の太田さんが講師となり、2050 年の脱炭素化に向けた最新動向について

学びました。特に、ZEH 水準を大きく上回る「GX 志向型住宅」が創設され、2027 年からは「GXZEH」

へと定義が変更されること、その要件として断熱等級 6 以上、BEI 0.65 以下、再エネを含む一次エネ

ルギー削減率 100％以上、HEMS 導入 が求められることを確認しました。 

これらの要件を満たすためには、給湯器の効率化や床暖房の低出力モード設定が有効である一方、全

館空調や熱交換換気は消費電力増加につながる可能性があるため、注意が必要であることも共有されま

した。また、断熱等級 7 に対する補助金が新設されたことも重要なポイントとして把握しました。今後

の取り組みとして、床暖房には低出力モード設定が可能なリモコンを標準採用するとともに、2027 年

の GXZEH 化を見据え、自社の標準仕様を GX 志向型住宅水準へ引き上げるため、他部署との協議の場

を設け、全社的な推進を図っていく方針です。 

また、環境マネジメントシステムの国際規格である ISO 14001 は、2026 年 4 月 15 日に最新版「ISO 

14001:2026」が正式に発行されました。今回の改訂は、2015 年版の基本構造（章構成）を維持した部

分的な改訂であり、大幅な変更ではなく、既存の要求事項の明確化と強化が中心となっています。企業

に求められる環境対応やサステナビリティへの社会的要請（脱炭素、生物多様性など）を、より具体的

にマネジメントシステムへ反映させることが重要視されています。 

これにともない、7 月に、BSI ジャパン主催「ISO 14001:2026 移行実践研修」をオンラインで受講

する予定です。改訂内容の理解を深め、今後の運用に適切に反映できるよう準備を進めていきます。
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教育種類 内  容 
 

対象部門 
及び対象者 

実施日 

従業員教育 
(一般教育) 

(1)環境方針の周知・徹底。環境方針、環境マネジメ
ントシステムの変更点及び、今期環境マネジメント
プログラムの内容についての確認。 
(2)自分の業務に関係する著しい環境側面及びそれ
に伴う顕在する又は潜在的な環境影響 
(3)環境パフォーマンスの向上によって得られる便
益を含む、環境マネジメントシステムの有効性に対
する自らの貢献 
(4)組織の順守義務を満たさないことを含む、環境マ
ネジメントシステム要求事項に適合しないことの意
味 
(5)前期内部監査の結果、外部審査での指摘事項など
の情報共有 
 
※その他、防災関連、内部監査・外部審査、今後の
CO2 削減計画、SDGｓについての説明。 

管理本部 
事業開発本部 
建設ソリューション本部 

（一般教育） 
2025.9～10 月 

内部環境 
監査員教育 

第三者機関による講習受講 内部監査員 なし 

特別教育 

TOTO 新商品提案会 設計・積算課 2025.07.03 

GX 志向型住宅についての知識の確認 設計・積算課 2026.06.05 
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環境委員会 

2025年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 
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 順守評価 

 

 

 

 

当社が定めた法的要求事項及び、組織が同意するその他の要求事項に対する順守評価は、引き続

き毎月の定例会にて確認をしております。添付の資料の通り、今年度も順守に問題はありませんで

した。また、環境法令を取り纏めた「法的及びその他の要求事項一覧表」も定期的な更新を行って

います。またその法令を「順守評価表」へ追加し漏れの無いように処置を図っています。 

毎月、環境 LDB 通信のから環境法令の改正情報等の確認し、社内への共有を行い、法令遵守に

努めています。 

法令等の順守については、漏れなく完璧に遂行する必要がありますので、引き続き、法令更新の

情報収集に努めて参ります。 

 

 

 

報告者 設計・積算課 太田 博子 

４ 順守評価 
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 【建設課】電子マニフェスト（㈱環和）2025.04～2026.03 
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【検査課】マニフェスト伝票管理表 2025.04～2026.03 
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環境委員会 

2025年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 
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報告者 環境管理責任者 町田 守靖 

2024 年度 環境委員会 議事録 
2025 / 6 / 27 

会議の種類  ISO14001 環境委員会 

日 時 2025 年 6 月 27 日(金) 9：30～10：45 

場 所 本社ビル 地下打合せスペース （12 名） 

出 席 者 今井会長､今井副社長、川本常務、松浦部長 

（監査チーム）吉田部長 

（推進メンバー）青木、太田、河野、岡田、横尾 

（環境管理責任者）町田常務、（事務局長）渋谷 

欠 席 者 佐野 

参 考 資 料 2024 年度環境委員会報告書 

議 事 内 容 

１． 環境活動報告 

 

①住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の御提案と受注活動 （報告者：太田・青木） 

・活動実績を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

町田常務 来期の勉強会はどのような内容を考えています

か？ 

住宅における省エネ性能について

の勉強会を検討しています。具体

的な内容は今後検討していきま

す。 

今井会長 補助金制度は終了したのですか？ 

新築住宅への太陽光発電システムの搭載は必須

なのですか？ 

 

太陽光発電システムについては、反対意見も多い

と思います。また、2～3 億の Modula ではデザイン

的にも難しいのではないかと思います。 

東京都の「東京ゼロエミ住宅」制度

では、2025 年 4 月から太陽光発電

設備の設置が原則必須となってい

ます。 

通常南側に太陽光発電を載せる

必要がありますが、都内ではどうし

ても北側に屋根を配置しなくては

ならないことが多いので、今のとこ

ろ難しいと思います。引き続き情報

収集を行ってまいります。 

前回のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰに対する改善状況の報告 ５ 
 

前回のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰに対する改善状況の報告 ５ 
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今井副社長 会社近隣にお住まいの方に大興ネクスタのことを知

っていただくのはとても大切なことだと思いますの

で、ぜひ継続して活動を行っていただきたいと思い

ます。 

 

 

②環境法令順守及び環境汚染の未然防止  

解体工事における石綿分析結果報告・マニフェスト伝票の取得・共有 （報告者：河野） 

・活動実績を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

町田常務 アスベスト含有「有」の豊玉北、新宿区南町のレベ

ルを教えてください。 

豊玉北は、レベル 3 で報告義務は

なかったため、写真等は残ってい

ませんでした。 

新宿区南町については、レベル 1

～2 のため、解体業者より報告をも

らう予定です。 

今井会長 アスベストの調査はどの部分で行うのですか？ 調査員が、目視確認を行い、アス

ベストがありそうな場所（外壁や内

壁）を一部剥がして調査を行いま

す。 

今井副社長 解体業者は 2 社（レクト・ショウエイプランニング）と

だいたい決まっているので、安心して任せられてい

るのですね。 

2 社にいつも工事を依頼している

ので、信頼しているのと同時に、各

物件の担当者も、外壁や内壁の検

体を剥がす際に立ち会うよう心が

けています。 

川本常務 新しい解体業者を採用する場合は、どのように調査

報告を徹底させるのですか？ 

新規業者を採用する場合には、見

積規定要綱をお渡しし、アスベスト

調査報告や、マニフェスト伝票に

ついて徹底していただくようお願

いしています。 

含有「有」については写真等の報

告を頂くことになりましたので、見

積要綱を更新したいと思います。 

 

 

③社内における電気の省エネ活動 （報告者：横尾） 

・活動実績を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容は特になし。 
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 ④環境負荷を低減し、持続可能な社会の構築の実現 （報告者：横尾） 

・活動実績、来期の目的・目標を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

今井副社長 グリーン商品購入の推進は来期の目標から外した

のですか？ 

今 期 の グ リ ー ン 商 品 購 入 率 は

90％以上を達成しましたので、目

標としては掲げず、引き続き記録

をとりながら推移を見守っていきま

す。 

 

２．内部監査結果の評価 （報告者： 内部環境監査員 吉田部長） 

 ・内部監査結果を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容は特になし。 

 

３．記録類の評価                                 

①外部・内部環境情報 （報告者：河野） 

・外部・内部環境情報の集計結果を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

町田常務 引渡し顧客の建物不具合は増えているとのことでし

たが、何件くらい増えているのでしょうか？ 

昨期より、若干増えています。原因

追及できるところまではできており

ませんが、できる範囲で確認して

いきたいと思います。 

 

②是正予防処置報告書  （報告者：町田常務） 

・是正予防処置報告書の集計結果を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容は特になし。 

 

③環境教育訓練実施記録 （報告者：青木） 

・環境教育訓練実施記録として提出された記録をもとに報告。詳細は報告書参照。  

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

町田常務 特別教育は非常に良い内容を実施されていると思

います。年2回ではなくもっと増やしても良いのでは

ないでしょうか？ 

教育内容を検討、資料準備等、毎

回時間をかけて行っております

が、2 回以上実施できるよう検討い

たします。 

 

４．順守評価 （報告者：太田） 

・活動実績を報告。詳細は報告書参照。・質問内容は特になし。 



 

58 

５．前回のマネジメントレビューに対する改善状況の報告 （報告者：環境管理責任者 町田常務） 

・前回のレビューインプットに対するレビューアウトプットを報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容は特になし。 

 

６．環境の変化に関する情報及び改善の為の提案 （報告者：環境管理責任者 町田常務） 

・環境の変化に対する評価を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

今井会長 ペロブスカイト太陽電池は日本の会社が作っている

のですか？ 

廃棄する際に環境破壊につながるなど、問題も多

いかと思いますが、時代に遅れず、先を行きすぎ

ず、ちょうど良い波に乗っていけるよう引き続き情報

収集、分析に努めていただきたいと思います。 

色々な国、企業での研究開発が

進んでいますが、廃棄時の環境負

荷や有害物質の取り扱いが大きな

課題とされています。 

青木 本社の太陽光発電システムを廃棄する際、どのくら

いの費用がかかりますか？ 

大和ハウスの蓄電池を廃棄するのには、10 万円ほ

どかかるという話を聞きました。 

太陽光発電パネル 1 枚処分する

のにかかる費用を確認いたしま

す。 

➡現在屋上に設置されている約

40 枚の太陽光パネルを廃棄する

には、およそ20万円の費用がかか

ります。 

 

７．外部及び内部の課題・利害関係者のニーズ及び期待 （報告者：環境管理責任者 町田常務） 

・外部及び内部の課題・利害関係者のニーズ及び期待について環境委員会にて検討。 

・質問内容は特になし。（資料をお渡ししましたので、ご確認お願いいたします。） 

 

８．環境方針の見直し  

・環境方針の見直しについて確認。 

・質問内容は特になし。（資料をお渡ししましたので、ご確認お願いいたします。） 
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９．総評及び指示 

 

≪松浦部長より≫ 

 特に解体関連の話については、新たに気を付けるべき点など、定着させていく必要があると感じまし

たので、習慣づけられるよう心がけたいと思います。ペロブスカイト太陽電池については、非常に興味

深く面白い技術だと思います。先取りして商品化できると良いと思いました。 

 

 

≪川本常務より≫ 

 東京ゼロエミ住宅の補助制度は今後受けられなくなるとのことでしたので、新たに認定を取得できる

補助制度があれば、可能な限り挑戦していければと思います。 

 

 

≪今井副社長より≫ 

 近年、温暖化、異常気象が社会的問題となっています。将来、地球はどうなってしまうのかと心配に

なりますが、少しずつでも、コツコツと自分たちにできることをやっていくしかないと思っています。 

 

 

≪今井会長より≫ 

 近年の世界情勢（ロシア・ウクライナ戦争の長期化等）をみると、SDGs 実現に向けた取組みとは真

逆に進んでいると感じます。こういった世界の動向に不安を感じますが、私たちは身の丈に合った取り

組みをコツコツ続けることによって、オンリーワンの唯一無二の企業として、日本を変えていける力に

なると信じています。 
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株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 
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環境の変化に関する情報及び改善の為の提案 

 

報告者 環境管理責任者 町田 守靖 

 

当社の環境マネジメントシステムの有効性を確実なものとし、継続的改善によりこれを維持する 

ために必要な環境の変化に関する情報と、それに対する対応や取組みを以下に報告します。 

 

 今後、当社の事業活動及び環境管理活動に影響を及ぼす情報を、内部と外部に分類し、取組予定と

ともに記します。 

 

1. 内部環境 

当社の ISO14001 の取組みについては、従来どおり、経営規模に応じた「身の丈に合った運用」を

継続しております。運営の目的は企業価値・イメージの向上です。そのために必要不可欠な分野には

積極的な投資を推進しており、環境関連の投資も例外ではありません。 

気候変動に伴い、異常気象などのリスクが高まる中、それに対応することは社員の健康を守るだけで

なく、社会貢献にもつながると考えております。これらを踏まえ、今後も着実な活動を継続してまい

ります。 

  

【今期の主な取り組み】 

・緊急時対応プロジェクトにより、9 月 1 日に防災訓練を実施 

・緊急時対応プロジェクト第二弾として「水害対策」を策定開始 

・健康経営×ISO 防災、企画として避難場所巡りツアー実施 

・「フードリボンプロジェクト」参加飲食店が２店舗に拡大 

・太陽光パネルの増設が完了 

・シュレッダーごみをシードペーパーとして活用し OB 顧客へ５０周年の挨拶はがきを送付 

シードペーパーについては、今後もふさわしいと思われるイベント等での活用を検討していきます。 

 

【来期の予定】 

9 月に「水害」を想定した防災訓練を実施予定 

  

今年度は推進メンバーの入れ替えはありませんでしたが、来期は青木さんを副事務局長に、生産部

門の推進メンバーを本山さんに交代します。目的は関係者数を増やし、社内浸透を図ることです。地

道に継続している「社内パトロール」や「DAN・SHA・RI（断捨離）」活動は、社内の整理整頓や環

境整備に大きく貢献しています。今後も ISO14001 の枠組みを活用し、社内環境の整備を着実に進め

てまいります。 

 

 

６ 環境の変化に関する情報及び改善の為の提案 
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2．外部環境 

 

① 外部環境に対する現状分析 

（1）法規制・制度動向 

近年、住宅・建築分野においては、脱炭素社会の実現に向けた法規制および政策の強化が急速に進

展している。2025 年 4 月には改正建築物省エネ法が全面施行され、原則としてすべての新築住宅・

建築物に対し省エネ基準への適合が義務化された。これにより、従来は努力義務や説明義務に留まっ

ていた小規模住宅も対象となり、断熱性能や設備効率など一定水準以上の環境性能の確保が必須とな

っている。 

さらに、国は住宅分野の脱炭素化を推進するため、ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の

普及を重点施策として位置付けている。ZEH は、高断熱化・高効率設備に加え、太陽光発電などの

再生可能エネルギーを組み合わせることでエネルギー収支を実質ゼロとする住宅であり、2030 年以

降の新築住宅については ZEH 水準の省エネ性能確保が目標として掲げられている。このため、補助

金制度や ZEH ビルダー制度等を通じて普及が進められており、住宅市場においても ZEH 対応が標準

仕様へと移行しつつある。 

また、日本政府は 2050 年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロとするカーボンニュートラルを宣

言し、2030 年には 2013 年度比で 46％削減を目標としている。この実現に向け、再生可能エネルギ

ーの導入拡大や省エネルギー施策の強化、カーボンプライシングの検討などが推進されており、住

宅・建築分野においてもエネルギー性能の向上や再エネ導入が重要な対策となっている。 

以上の動向から、住宅事業者には今後、法規制への対応に加え、継続的な技術対応および脱炭素社

会に適応した商品・サービスの提供が強く求められている。 

 

⇓⇓⇓⇓国土交通省「脱炭素社会に向けた、住宅・建築物に対する省エネ～ロードマップ 

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001419725.pdf 

 

（2）市場・顧客ニーズ 

 近年、脱炭素政策の進展やエネルギー価格の上昇を背景に、省エネ性能の高い住宅への需要が急速

に高まっている。調査においても、多くの消費者が省エネ住宅を選択したいと考えており、住宅選び

における重要な判断要素となっている。また、電気・ガス料金の上昇により光熱費負担が増加してい

ることから、住宅選定においては初期費用だけでなくランニングコストを重視する傾向が強まってお

り、コスト志向の高まりが顕著となっている。さらに、気候変動の影響により環境問題への関心も高

まっており、機能や価格が同等であれば環境配慮型商品を選択する割合が高いことから、住宅分野に

おいても省エネ性能や低炭素性、再生可能エネルギー導入といった環境性能が重要な選択基準となっ

ている。 

一方で、気候変動の進行に伴い台風・豪雨・洪水などの自然災害が激甚化・頻発化していることか

ら、防災・減災に対する意識も高まっている。住宅・建築分野においては、耐震・耐水性能の向上や、

太陽光発電と蓄電池を組み合わせた非常時のエネルギー自立性の確保、さらには災害対応力の高いレ

ジリエンスを備えたまちづくりの重要性が一層増している。こうした災害対応力は居住者の安全性の

みならず、資産価値の維持・向上にも直結することから、不動産開発や住宅選定においても重要な評

価項目となりつつある。 
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（3）技術動向 

近年、住宅性能の向上に向けた技術革新が進展しており、断熱・気密性能の高度化や設備効率の向

上が急速に進んでいる。特に ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー住宅）は、高断熱化、高効率設備（ヒ

ートポンプ・LED 等）、再生可能エネルギーの活用を組み合わせた住宅として普及が進んでおり、断

熱等級の高度化（等級 6・7）や熱交換換気、HEMS（エネルギー管理システム）の導入などにより、

快適性と省エネ性を両立する住宅が標準化しつつある。この流れを受け、今後は ZEH 水準が住宅の

最低基準となる見込みであり、住宅事業者には継続的な技術対応が求められている。 

一方で、建設業界においては人手不足や生産性向上への対応を背景に、施工のデジタル化（建設

DX）が急速に進んでいる。BIM による 3D 設計・施工管理、ICT 施工や自動化建機による省人化、

ドローン測量や AI による進捗管理、さらにはロボティクスによる自動施工などの技術が活用され、

施工前の干渉確認や手戻り削減、工期短縮などの生産性向上が実現されている。加えて、施工ロボッ

トの開発も進展しており、将来的には施工現場の在り方そのものが大きく変革する可能性が高い。 

 

② まとめ 

近年、住宅・建築分野においては、脱炭素社会の実現に向けた法規制の強化、省エネ住宅需要の拡

大、技術革新および施工の高度化が同時に進行しており、事業環境は大きな転換期を迎えている。特

に、省エネ基準適合の義務化や ZEH 水準への移行、カーボンニュートラル政策の推進により、住宅

の環境性能は今後の市場における必須条件となりつつある。 

また、顧客ニーズにおいても光熱費の高騰や環境意識の高まりを背景に、省エネ性能やランニング

コスト、さらには防災性・レジリエンスを重視する傾向が顕著となっており、住宅に求められる価値

は従来の仕様・価格中心から「性能・持続性・安全性」へと高度化している。加えて、断熱性能や設

備の進化、建設 DX の進展により、住宅の品質および施工プロセスの両面で技術革新が加速している。 

このような外部環境の変化を踏まえ、当社としては、省エネ住宅の標準化を軸としつつ、技術力お

よび組織力の強化を図ることが不可欠である。具体的には、省エネ住宅や環境技術に関する社内教育

の強化、施工品質の向上、DX 活用の推進による生産性向上を進めるとともに、法規制・技術・市場

の動向を継続的に把握し、柔軟かつ迅速に対応できる体制を構築する必要がある。 

今後は、これらの取り組みを通じて、環境対応を「コストや負担」ではなく「競争力の源泉」とし

て捉え、変化する市場環境の中で持続的な成長と企業価値の向上を実現していく。 
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環境委員会 
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株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 

 

 



 

65 

 

 

 

「外部及び内部の課題」、「利害関係者のニーズ及び期待」につきましては、下記「状況分析シー

ト」にまとめております。また、事業活動や環境側面に伴う環境影響を決定、「環境影響評価

表」に示し、今期の取組みを決定しております。 

 

※印刷したものをお渡しいたしますので、ご確認をお願いいたします。 

 

 

 

 
 
 
 

 

７ 外部及び内部の課題・利害関係者のニーズ及び期待 
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株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 
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株式会社大興ネクスタは、人が住まう「住空間」を提供する会社として、当社のミッション

である「“ひと と かち” 未来へつなぐ」を実現するために、環境に配慮した開発及び住

宅の設計・施工・販売を行います。 

持続可能な社会の実現に向け、環境への貢献を果たしながら、独自の“かち”を生み出すこ

とで、「わくわく」を提供する会社を目指します。 

そして、私たちとつながる全ての“ひと”に豊かな空間、幸福な時間を提供します。 

 

 

１．ISO14001に準拠した環境システムを構築し、環境管理活動を推進します。 

２．当社の事業活動が環境に与える影響を考慮し、環境目標を定め、定期的な見直しにより、 

環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。 

３．環境関連の法律、規則、協定などを遵守するとともに、自主基準を設定し、環境汚染の

未然防止に努めます。 

４．当社の事業活動が環境に与える影響のうち、重点テーマとして次の項目に取り組みます。 

（1）地球温暖化防止のため、省エネルギー・省資源・創エネルギーの推進に努めます。 

（2）当社が提供する住宅において、環境負荷の低減に努めます。 

（3）循環型社会の実現のため、グリーン購入の推進に努めます。 

５．この環境方針は当社の全従業員及び協力業者に周知徹底し意識の向上を図るとともに 

広く一般の人々にも公表します。 

 

 

2024年 8月 1日 

株式会社大興ネクスタ 

代表取締役 今井 榮一 

８ 環境方針の見直し 


